
第10回

QOL-PRO研究会学術集会
2022年12月24日［土］12：00-1７：30
子どもと家族のQOL向上を目指して ～多角的な視点から考える～

参加費／会員：2,000円・非会員：5,000円・学生：1,000円

ZoomによるWeb開催 林田りか（長崎県立大学）

https://qolpro-10th-academic.peatix.com/

日 時

会 場 大会実行委員長



日程表

第10回 QOL-PRO研究会学術集会一般演題募集について

総　　会

学術集会

一般演題募集要項

● 総　　 会

1.
2.
3.
4.
5.

6.

7.

［ 応募資格 ］ 筆頭演者（発表者）はQOL-PRO研究会の会員（一般・学生・法人）であることとします。
［ 演題内容 ］ QOL-PROに関わる研究の結果もしくは研究計画とします。
［ 発表形式 ］ すべて口頭発表となります。演題発表時間は、１演題15分（発表10分、質疑応答5分）を予定しています。
［ 一般演題登録期間 ］ 2022年9月20日（火）～2022年11月21日（月）
［ 抄録作成要領 ］ 演題名（50文字以内）・演者名・所属機関・本文（800字以内）を、MS wordファイルにて作成してください。
研究結果の発表は、目的・方法・結果・結論、研究計画の発表は、目的・方法・予想される結果を記載してください。
［ 応募方法 ］ 抄録ファイルを、登録期間内に、Eメールに添付してQOL-PRO研究会事務局メールアドレス宛へお送りください。
メールのタイトルを、「QOL-PRO学術集会演題応募」としてください。 【 事務局E-mail : qolpro2@gmail.com 】
［ 演題採否 ］ 演題の採否は大会事務局にお任せください。採否のお知らせは2022年12月初旬を予定しています。
Eメールにてお知らせします。

メインテーマ：「子どもと家族のQOL向上を目指して ～多角的な視点から考える～」

2022年12月24日、WEBにてQOL-PRO研究会学術集会を開催いたします。例年と同様にQOL-PRO研究会の会員の方々
から一般演題を募集いたします。 研究計画段階での応募も可能です。下記に募集要項を記載しておりますので、これに沿って
演題登録をお願いいたします。 WEB上開催とはなりますが、多数の演題登録をお待ちしております。
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司会進行

鈴鴨 よしみ（東北大学）

錦織 達人（京都大学）
林田 りか（長崎県立大学）
『子どもの発達段階に考慮したQOL研究の意味』

彦坂　信（国立成育医療研究センター）
古荘 純一（青山学院大学教育人間科学研究科 教授）
『日本語版KINDLR調査から考える日本の子どもたちの現況と課題
　　　　　　　　　　　　　　　　　― 自尊感情に着目して ー』

岩谷 胤生（岡山大学）

林田 りか（長崎県立大学）
小林 京子（聖路加国際大学大学院看護学研究科 教授）
『子どもと親のQOL尺度それぞれの特徴：得点の相違と解釈』

佐藤 伊織（東京大学大学院医学系研究科 客員研究員）
『小児がん患児のQOL：多角的な評価を得てできること・わかること』

石田 也寸志（愛媛県立中央病院小児医療センター センター長）
『小児がんの晩期合併症とQOL』

林田 りか（長崎県立大学）、錦織 達人（京都大学）
小林 京子、佐藤 伊織、石田 也寸志
内藤 真理子（広島大学）

林田 りか（長崎県立大学）

司会進行 齋藤 信也（岡山大学）
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● 開会挨拶
● 会長講演

● 教育講演

（休憩）
● 一般演題

（休憩）
● シンポジウム

● パネルディスカッション

● 閉会挨拶

大会実行委員長  林田 りか（長崎県立大学）
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